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市役所の組織が変わ　りました ※組織に変更のあった部・課・係のみ抜粋して掲載しています。

平成 29 年４月から取り組む第２次日向市総合計画に掲げる施策や事業を
効果的かつ効率的に展開していくため、市の行政組織の一部を見直しました。
第２次日向市総合計画の詳細は広報ひゅうが５月号でお知らせします。

＝新設および名称を
　変更した部・課・係

産業経済部

商工港湾課 商工港湾課

ブランド推進課

農業畜産課

農業畜産課
林業水産課

林業水産課

室の設置

その他の変更点

係の設置

係の変更

係の統合

ブランド推進課

観光振興課

観光交流課

スポーツタウン推進室 スポーツタウン推進室

商工振興係 中小企業振興係

ブランド開発係

へべす・ブランド開発係

観光振興係

観光推進係

スポーツタウン推進係 スポーツタウン推進係

港湾・企業立地係 雇用・物産振興係
港湾・企業立地係

ブランド流通係

ブランド流通係

日向サンパーク係

観光施設係 観光施設係

オリンピック・
サーフィン競技招致推進係 サーフタウン交流推進係

旧 新
商工観光部

農林水産部

財政課に「公共施設マネジメント推進室」を設置
市が保有する公共施設の管理運営に、経営的な視点から総合的かつ計画的に取り組みます。

【主な変更点】産業経済部の改編
サーフタウン日向の推進、中小企業への支援、雇用の確保、へべすをはじめとする地域ブランドの開発・
普及などに取り組むため、「産業経済部」を、「商工観光部」・「農林水産部」の二つに分け、第２次日向
市総合計画の重点戦略である「若者が魅力を感じる活力に満ちたまちづくり」を目指します。

問職員課行革推進係（☎内線 2217）

スポーツ振興課に「スポーツ施設係」を設置
スポーツ施設の管理運営、スポーツ拠点づくりに積極的に取り組みます。

職員課の研修係を「人財育成係」に変更
職員の意識改革、政策形成能力の向上に積極的に取り組みます。

学校教育課の教育推進係と保健係を「特別支援・保健係」に統合
特別支援や学校保健の業務、相談に一体的に取り組みます。



大分県

細島港

福岡県

佐賀県

長崎県
熊本県

鹿児島県

宮崎県

千葉中央港

久里浜港

東京港

堺泉北港（大阪）

宮崎港

油津港

細島港
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本
市
は
、
細
島
港
と
神
奈
川
県

横
須
賀
市
に
あ
る
久
里
浜
港

と
の
定
期
航
路
の
実
現
を
目
指
し
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
定
期
航
路
の
ポ

ー
ト
セ
ー
ル
ス（
誘
致
活
動
）を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、平
成
25
年
２
月

に
、
横
須
賀
市
か
ら
細
島
港
に
定
期

航
路
化
の
呼
び
か
け
が
あ
り
始
ま
っ

た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
、両
港
の
港
湾

視
察
や
横
須
賀
市
で
の
ポ
ー
ト
セ
ミ

ナ
ー
、船
社
や
物
流
業
者
な
ど
に
Ｐ
Ｒ

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

両
港
の
特
徴

　
重
要
港
湾
細
島
港
は
、国
内
外
向
け

の
貨
物
を
取
り
扱
う
東
九
州
の
物
流

拠
点
で
あ
り
、平
成
27
年
度
に
は
、
港

湾
の
活
性
化
に
そ
の
年
で
最
も
貢
献

し
た
港
に
贈
ら
れ
る
「
ポ
ー
ト
・
オ
ブ
・

ザ
・
イ
ヤ
ー
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
久
里
浜
港
は
、東
京
・
横
浜

な
ど
の
首
都
圏
か
ら
も
近
く
、
さ
ら
に

高
速
道
路
の
整
備
が
進
み
、
交
通
ア

ク
セ
ス
に
つ
い
て
も
優
位
性
の
あ
る
、

細
島
港
と
同
じ
重
要
港
湾
で
す
。
　

　
平
成
19
年
に
、
大
分
港
と
の
定
期

航
路
が
燃
料
の
高
騰
な
ど
で
廃
止
さ

れ
、
現
在
は
九
州
と
の
定
期
航
路
は

あ
り
ま
せ
ん
。

期
待
さ
れ
る
効
果

　
細
島
港
の
課
題
と
し
て
、
下
り
荷

（
首
都
圏
か
ら
細
島
港
へ
運
ぶ
貨
物
）

が
少
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
本
市
単
独
で
の
首
都
圏
に
お
け
る

定
期
的
な
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
は
難
し

い
こ
と
か
ら
、
横
須
賀
市
と
連
携
・

協
力
す
る
こ
と
で
、
集
荷
体
制
が
強

化
さ
れ
、
細
島
港
へ
の
貨
物
量
の
増

加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
久
里
浜
港
は
、定
期
航
路
が
実
現
す

る
と
港
の
物
流
機
能
が
向
上
す
る
た

め
、港
の
活
性
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

今
後
の
展
開

　
３
月
13
日
㈪
に
商
工
会
議
所
で
、

両
市
が
官
民
一
体
と
な
り
、
一
層
連

携
・
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
、
文
書
を
取
り
交
わ
し
、
記

者
会
見
を
開
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
横
須
賀
市
で
は
６
月
～

７
月
ご
ろ
に
細
島
港
の
既
存
航
路
を

利
用
し
た
寄
港
を
実
施
予
定
で
す
。

船
会
社
な
ど
が
久
里
浜
港
の
使
い
や

す
さ
を
試
し
、
課
題
を
検
証
・
解
決

し
て
い
き
な
が
ら
、
定
期
航
路
の
実

現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

問
商
工
港
湾
課
港
湾
・
企
業
立
地
係

（
☎
内
線
２
６
３
３
）

神奈川県横須賀市長
吉田　雄人

日向市長
十屋　幸平

久 里浜港は東京湾の湾口部に位置し、古くはペ
リー提督が上陸した歴史のある港です。本港

のメリットは、速度制限のある東京湾内を通らずに寄
港でき、首都圏にも近いこと、平成 32 年度（予定）
の高速道路の接続によって交通アクセスの利便性が一
層高まることなどがあります。細島港との定期航路が
実現することで、本港が物流拠点として活性化し、港
を中心とした地域のにぎわいづくりに繋がることを期
待しています。この度、十屋市長のリーダーシップの
おかげで、両市の連携・協力に関する文書を取り交わ
すことができました。今後も日向市と、定期航路実現
に向けた取り組みを進めていきたいと考えています。

東 九州の中央部に位置し、県北地域の産業を支え
る物流拠点として発展してきた細島港は、東九

州自動車道などの整備により、さらなる利便性の向上
が期待されます。久里浜港との定期航路実現によるメ
リットは、首都圏における集荷力の強化や安定的・効
率的な海上輸送の確立により、細島港の利便性が向上
すること。横須賀市と連携することにより、本市の首
都圏での集荷体制の弱みを強みに変えることができ、
本市のみならず細島港を中心とした県北地域にも波及
効果があると考えています。港の元気はまちの元気に
つながると思いますので、これを契機に港湾工業都市
としての発展に繋げていきたいです。

両市連携による
航路実現を

港の元気を
まちの元気へ

物流ビジョンを策定
宮崎県北部広域行政事務組合は、道路網と細島港を
活かし、物流の効率化を図るため『物流拠点づくり
戦略ビジョン』を平成 28 年度に策定しました。

●定期航路の寄港地を増やすメリット
・首都圏からの荷物が増え細島港の活性化に繋がる
・東京湾内の災害時でも関東方面との貨物受け渡しが可能となる
・輸送手段の選択肢の増加　など

首都圏から下る航路は２つ（新たに久里浜港への経由を追加）
【点線】千葉中央港→久里浜港→堺泉北港→宮崎港→細島港
【実線】東京港→久里浜港→油津港→細島港

首都圏から戻る際に久里浜港で
貨物を積むことができるため、
細島港へ入る積み荷が増加。

久
く り は ま

里浜港（横須賀市）との
定期航路実現を目指して成長する細島港

３月 13 日㈪に商工
会議所で会見を開い
た両市の関係者ら。
官民一体となって取
り組んでいくことを
確認しました。

その他の細島港を取り巻く動き

文書を取り交わした両市長

東九州自動車道などの整備
が進み、他県からも貨物の
集荷が期待されることから

「九州の扇の要」と呼ばれ
ている細島港。一方で、首
都圏からの集荷体制の強化
が課題となっています。
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き きと

進
む
超
高
齢
社
会
を

住
民
み
ん
な
で
支
え
る

　
１
８
４
０
４
人
。
こ
れ
は
日
向
市
の
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
数
で
す
。
市
の
人
口

全
体
６
２
７
２
５
人（
平
成
29
年
３
月
時

点
）に
対
す
る
割
合
は
、29
・
34
㌫
で
、
こ

の
割
合
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
団
塊
の
世
代
も
高
齢
者
世
代
に

突
入
す
る
な
ど
、
日
本
人
の
平
均
寿
命
は

伸
び
続
け
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
内
閣
府
の
推
計
に
よ
る
と
、
２
０
６
０

年
に
は
、
お
よ
そ
１
人
の
現
役
世
代
が
１

人
の
高
齢
者
を
支
え
る
時
代
が
く
る
と
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

　
さ
ら
に
２
０
２
５
年
に
は
、
65
歳
以
上

の
人
の
う
ち
、
５
人
に
１
人（
７
０
０
万
人
）

が
認
知
症
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
言
わ
れ
、

医
療
や
介
護
を
必
要
と
す
る
人
が
増
加
す

る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
人
材

な
ど
が
不
足
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
も
増
加

傾
向
に
あ
り
、
生
き
が
い
の
低
下
を
は
じ

め
、
消
費
者
被
害
の
増
加
や
認
知
症
の
症

状
が
進
行
す
る
恐
れ
が
あ
る
な
ど
新
た
な

問
題
も
で
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
高
齢
化
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
解

消
す
る
と
と
も
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

活
き
活
き
と
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
を
目
指

す
仕
組
み
を「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

と
言
い
ま
す
。

　「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」は
、医
療
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
民
生
委
員
や

高
齢
者
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
と
、
地
域
住
民
が
連
携
し
て
高
齢
者
を

支
援
す
る
取
り
組
み
で
、
私
た
ち
住
民
ひ

と
り
一
人
が
”支
え
る
“意
識
を
持
つ
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
今
月
は
、
市
が
抱
え
る
現
状
や
、
高
齢

者
が
活
き
活
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問
高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
地
域
ケ
ア
推
進
係

（
☎
内
線
２
１
６
８
）

活 生き きと
特集 －高齢者地域ケアを考える－

住み慣れた
自分の家で
生活したい72％

（日常生活圏域ニーズ調査：平成 26 年３月調べ）

※今月の特集は８ページで構成しています

高齢者の一人暮らしで心配されること
・生きがいの低下
・高齢者の消費者被害
・認知症などの症状の進行　など
これらの問題の解消には、地域の協力が非常に
重要になります

　
25
年
前
に
ご
主
人
を
亡
く
し
、

現
在
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る

安
藤
さ
ん（
89
歳
）。
自
身
の
病
気

の
た
め
今
の
家
に
引
っ
越
し
ま
し

た
が
、
子
ど
も
た
ち
に
い
つ
も
頼

る
こ
と
は
で
き
ず
、
地
域
に
知
り

合
い
も
い
な
い
。
近
所
付
き
合
い

も
、
た
ま
に
あ
い
さ
つ
す
る
程
度
。

移
動
す
る
の
も
不
便
で
、
外
に
出

る
の
は
週
に
１
回
程
度
の
買
い
物

と
病
院
に
行
く
く
ら
い
だ
と
、
安

藤
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
一
日
を
新

聞
や
本
を
見
て
過
ご
す
こ
と
が
多

く
、
活
き
活
き
と
し
た
生
活
と
は
、

言
え
な
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

母に週に１回は電話をし
ています。地域とつながり
が出来るのは時間がかか
ることですし、当時は誰と
も話さない日もあるんじ
ゃないかと心配でした。

安藤さんの長女（県外在住）

日髙　尚子さん

【平成 27 年度高齢者の生活と意識に関する国際比較調査】

友だちが一人もいないと
答えた高齢者 25.9％



生活支援
介護予防

住まい

医 療 介 護

活動の場の提供

介護ケア・
サービスの提供

医療ケア・
サービスの
提供

自治会や
ボランティアへの参加

通所・入所

通院・入院
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顔
の
見
え
る

地
域
づ
く
り
が
必
要

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
や
そ
の
家
族
、地
域
の

方
か
ら
の
介
護
に
関
す
る
相
談
に
対
し
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
い
だ
り
、
手

続
き
の
代
行
を
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
、
加
齢

に
よ
る
問
題
に
限
ら
ず
、
障
が
い
の
こ

と
や
ご
家
族
の
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
地
域
に
若
い
人
た
ち
も
少
な
く
な

り
、
近
所
同
士
が
離
れ
て
い
る
と
こ
ろ

な
ど
で
は
、
外
出
の
少
な
い
高
齢
者
は

孤
立
す
る
こ
と
も
あ
り
、
支
援
が
行
き

届
き
に
く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

地
域
で
一
体
と
な
り

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
い

つ
ま
で
も
生
活
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
す
る
に
は
、
地
域
で
支
援
す
る

体
制
を
強
化
す
る
こ
と
が
課
題
で
す
。

　
現
在
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
で
、

体
操
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
、
い
き
い
き
サ
ロ

ン
な
ど
の
通
い
の
場
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
閉
じ
こ
も
り
防
止
、
介
護

予
防
、
健
康
増
進
な
ど
を
目
的
と
し
た

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
食
事
を
し
た
り
一
緒
に
出
か
け

た
り
す
る
な
ど
の
交
流
を
深
め
て
い
る

地
域
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
も
っ
と

多
く
の
人
が
地
域
で
の
支
え
合
い
の
意

識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
、
市
で
も
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
は
平
成
29
年
度
か
ら
、
生
活
圏
域

ご
と
に「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
」を
配
置
し
、
地
域
ご
と
に
集
い
の

場
を
紹
介
し
た
り
、
隠
れ
た
取
り
組
み

を
掘
り
起
こ
し
た
り
し
な
が
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
他
に
も
、平
成
28
年
か
ら
介
護
保
険

利
用
者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
理
学
療
法
士
、管
理

栄
養
士
な
ど
の
専
門
家
の
意
見
を
聞

き
、
自
立
で
き
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

　
ま
た
、
こ
の
ま
ま
高
齢
化
が
進
み
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
な
ど
の
自
己
負

担
が
増
え
る
と
、
希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
な
い
高
齢
者
が
で
て
く
る

こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

そ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
中
に
は
、
地
域

で
担
う
こ
と
が
可
能
な
も
の
も
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
ゴ
ミ
出
し
な
ど
を
地
域

の
人
た
ち
が
手
伝
う
だ
け
で
も
、
将
来

的
に
介
護
に
要
す
る
負
担
を
抑
え
る
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
各
圏
域
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
地
域
ケ
ア
会
議
」に
、
市
や
関
係
機
関

が
連
携
し
て
取
り
組
む「
地
域
ケ
ア
個

別
会
議
」が
加
わ
る
こ
と
で
、
そ
う
い

っ
た
地
域
の
課
題
、
個
々
の
課
題
を
い

ち
早
く
発
見
で
き
る
も
の
に
な
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
も
含
め
私
た
ち
は
、
高
齢
者
と

も
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、一
方
で
、

高
齢
者
の
人
た
ち
も
、
地
域
の
人
に
相

談
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
　

　
今
後
は
、
介
護
予
防
教
室
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
な
ど
の
集
い
の
場
を
通

し
て
、
運
動
し
た
り
交
流
し
た
り
す
る

こ
と
で
お
互
い
の
近
況
も
知
れ
る
の

で
、
そ
の
よ
う
な「
顔
の
見
え
る
地
域

づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

こ
れ
か
ら
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

い
か
を
話
し
合
い
、支
援
し
て
い
く「
地

域
ケ
ア
個
別
会
議
」と
い
う
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
人
た
ち
が
活
き
活
き
と
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の

課
題
で
す
。「
お
互
い
様
」と
思
い
あ
え

る
地
域
づ
く
り
、「
顔
の
見
え
る
」地
域

づ
く
り
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

南部地域包括支援センター　社会福祉士

矢野　加奈子さん

高齢者あんしん課長

柏田　武浩さん

いきいきサロン
高齢者の生きがいづくりなどを目的に、
住民主体で公民館などを会場に実施。話
したり運動したりして、交流しています。

コミュニティカフェ
認知症の人やその家族が安心できる居場
所づくりや出会いの場として、市内各所
で月１回程度開催されています。

個別のケアプランについて、さま
ざまな職種の人たちが意見を出し
合い、支援に取り組む「地域ケア
個別会議」。平成 28 年11 月から
導入し、第２・第４水曜に開催し
ています。平成 29 年度から毎週
水曜に開催する予定です。

地域包括支援センターは市内に６か所
あり、介護・福祉などの総合的な相談
ごとに対し、サポートすることを主な
役割としています（６事業所は次ペー
ジに掲載しています）。

●日向市の要介護認定者の推移（人）

3,700
3,600
3,500
3,400
3,300
3,200
3,100
3,000

2,933

28
年
度

30
年
度

32
年
度

34
年
度

36
年
度

38
年
度

3,177

3,382

3,486

3,590

3,694
2000～02年
（第１期）

2003～05年
（第２期）

2006～08年
（第３期）

2009～11年
（第４期）

2012～14年
（第５期）

2015～17年
（第６期）

2,911円

3,293 円

4,090 円

4,160 円

4,972 円

5,514円

●介護保険の費用
一人あたりの介護保険料（全国平均） 総費用額

3.6兆円

10兆円超

介護保険費は
15年間で
およそ３倍に

地域包括ケアシステムのイメージ

ケアマネジャー
岩田　宗一郎さん

私 たちは、「ケアプラン」という
高齢者の人たちの状況に合わせ

た介護サービスを提供するための支援
計画を立てています。市と連携して取
り組んでいる「地域ケア個別会議」は、
その支援計画をさまざまな職種の人た
ちから意見をもらい、一緒につくりあ
げていくというもの。自分では気付け
ない点なども、計画に組み込めるので、
高齢者の人たちへの支援体制が強化で
きるのではないかと期待しています。

活 生き きと
特集 －高齢者地域ケアを考える－

要介護認定者が
10 年でおよそ
800人増加する
見込み

支援体制の強化に期待

地域包括
支援センター
ケアマネジャー
※支援の橋渡し
をする役目
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ま
だ
ま
だ
元
気
で

地
域
の
担
い
手
に

中央地域包括支援センター

☎53・8518
【担当地区】新町・富高・塩見・日知屋本郷（上
原、下原、高砂、新生町）・日知屋枝郷（花ヶ丘）

日知屋地域包括支援センター

☎50・3505
【担当地区】細島・日知屋本郷（永江、江良、
公園通り、曽根、堀一方、塩田、幡浦）

大王谷地域包括支援センター

☎50・1010
【担当地区】日知屋枝郷（花ヶ丘以外）

財光寺地域包括支援センター

☎66・1066
【担当地区】財光寺・平岩（秋山、向洋台）

南部地域包括支援センター

☎58・1106
【担当地区】平岩（秋山、向洋台以外）・
幸脇・美々津・東郷（寺迫地区）

東郷地域包括支援センター

☎69・3367
【担当地区】東郷（寺迫地区以外）

なかむら内科循環器内科（泌尿器科）

中村　恒雄先生

老いて、生き生きと暮らす 健康な体と明るい地域づくりに

いきいき百歳体操

60 歳以上で組織する高齢者支援の会

財光寺ルーピンの会

“
支
援
す
る
”高
齢
者
が

地
域
で
活
躍
中

　

財
光
寺
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
主
体
と
な
り
、
元

気
な
高
齢
者
に
よ
る
担
い
手
づ
く
り

を
目
指
そ
う
と
平
成
28
年
度
の
夏
か

ら
発
足
し
た「
財
光
寺
ル
ー
ピ
ン
の

会
」。
60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
い
地
域

住
民
と
の
交
流
の
場
を
設
け
て
い
ま

促
進
す
る
た
め
サ
ポ
ー
タ
ー
の
導
入

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
い
き
い
き
百
歳
体
操
教
室
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
、
下
記
の
地
域
包

す
。
現
在
、サ
ポ
ー
タ
ー
は
８
人
で
、

山
下
区
と
松
原
区
の
２
地
区
で
月
に

１
回
ず
つ
開
催
。
参
加
者
と
、
歌
や

踊
り
、
ク
イ
ズ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

企
画
で
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
ル
ー
ピ
ン
と
は
、
ル
ピ
ナ
ス
の
花

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を
。

　
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
楽
し
く
体
操

を
し
、
心
身
と
も
に
健
や
か
な
体
づ

く
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
受
け

入
れ
に
は
限
り
が
あ
る
の
で
、
早
め

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ルーピンの会 会員
西　美保子さん（66歳）

亀崎中区
蔵田　宜数さん（71 歳）

困った時や悩んだ時
は、地域ごとに設置

されてい

る地域包括支援セン
ターに相談してくだ

さい！

自分の認知症予防のために応募しました。参
加する人たちに楽しんでもらえるよう、自分
たちで計画を立て、運営しています。今では
地域の役に立てていることがやりがいに。あ
なたも地域を支える活動をしてみませんか。

みんなと楽しめたらと思い参加しています。
体操も比較的軽い動きですが、体の不調が改
善したなどの声もたくさん聞きます。地域の
皆さんと交われる機会なので、皆さんにもぜ
ひ参加してほしいですね。

亀崎中区の皆さんは週に１回、百歳体操や
クイズなどで楽しく交流しています。

サポーターも参加者と一緒になって、自身
の介護予防に努めています。

の
別
名
で
、
花
言
葉
は「
多
く
の
仲

間
」、「
い
つ
も
幸
せ
」な
ど
。
会
員

た
ち
で
意
見
を
出
し
合
っ
て
命
名
し

ま
し
た
。
同
会
で
は
、
交
流
の
場
に

心
身
と
も
に
健
や
か
な

体
づ
く
り
に
一
役

い
き
い
き
百
歳
体
操
は
、
高
知

市
で
考
案
さ
れ
た
介
護
予
防

の
た
め
の
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
、
本
市
で
も
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
、
平
成
27
年
度
か

ら
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
体
操
は
、
地
域
住
民
主
体
で

実
施
す
る
も
の
で
、
実
施
す
る
地
域

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
す
る
ご

と
に
、
地
元
商
店
会
で
使
え
る
ポ

イ
ン
ト
が
貯
ま
る
と
い
う
仕
組
み

で
、
1
ポ
イ
ン
ト
１
０
０
円
で
最

大
３
０
０
０
円
の
ポ
イ
ン
ト
を
貯

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
も

地
元
商
店
会
の
有
志
の
協
力
が
あ

り
実
現
し
た
も
の
で
、
地
元
の
特

性
を
活
か
し
た
取
り
組
み
で
す
。

　
最
終
的
に
は
、
財
光
寺
の
全
10

地
区
で
開
催
す
る
の
を
目
標
に
取

り
組
み
を
進
め
て
い
て
、
平
成
29

年
度
か
ら
活
動
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー

２
期
生
に
も
、
新
た
に
15
人
が
応

募
し
て
い
ま
す
。

　
同
会
が
開
く
会
に
は
、
地
区
な

ど
は
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き
、

一
人
暮
ら
し
や
軽
度
の
認
知
症
の

人
も
参
加
し
、
多
く
の
人

と
交
流
し
て
い
ま
す
。
同

セ
ン
タ
ー
の
梅
田
大
介
さ

ん
は
、「
高
齢
者
が
通
え
る

範
囲
に
集
い
の
場
を
住
民

主
体
で
展
開
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
。
高
齢
者
に
は
社

会
的
役
割
を
担
っ
て
も
ら
う

こ
と
で
そ
れ
が
生
き
が
い
や

介
護
予
防
に
つ
な
が
る
と
思

う
の
で
、
高
齢
者
を
中
心
と

し
た
地
域
の
支
え
合
い
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
」と
話
し
ま
す
。

に
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

初
期
支
援
に
行
き
ま
す
。
開
催
場
所

は
公
民
館
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
21
か
所
の
地
区
が
自
主
的
に

体
操
教
室
を
開
催
。
開
催
日
は
各
地

区
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、原
則
週
１

回
実
施
し
て
お
り
、体
操
を
続
け
る

こ
と
で
、高
齢
者
に
特
に
必
要
と
言

わ
れ
る「
転
び
に
く
い
健
康
な
体
づ

く
り
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。参
加

者
か
ら
は
、階
段
の
上
り
下
り
が
楽

に
な
っ
た
、杖
が
必
要
な
く
な
っ
た
、

腰
痛
や
膝
の
痛
み
が
な
く
な
っ
た
と

い
う
声
の
ほ
か
、友
人
・
知
人
が
出

来
た
、体
操
以
外
の
日
に
も
出
か
け

る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
、体
と
気
持

ち
の
両
面
で
良
い
効
果
が
得
ら
れ
た

と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
平
成
32
年
度
ま
で

に
50
か
所
で
の
体
操
教
室
の
開
催
を

目
標
と
し
て
い
て
、
活
動
を
さ
ら
に

活 生き きと
特集 －高齢者地域ケアを考える－ 活 生き きと

特集 －高齢者地域ケアを考える－

まだまだわけもんには
負けんよ～♪

カラダ
もココ

ロも

元気でおら
にゃね♪

立
っ
た
り
起
き
た
り
が

杖
い
ら
ず
に
♪

いきいき百歳
体操に参加し
ている岩切さ
ん（85 歳）。

Doctor's
Voice

超 高齢社会となり、『認知症』
が増加傾向にある現代。認

知症の予防には、食生活ももちろ
んですが、適度に運動することも
重要。運動は歩くなら１～２㌔、
体操は地域で実施している「百歳
体操」にぜひ参加してください。
さらに大事なのは、趣味を持った
り、いろんな催し物に参加したり
することです。人の寿命は、環境
や食生活の他、人間関係も影響を
及ぼすと言われています。人と会
って話し、昔のよき時代を思い出
したり、人の面倒をみたりするこ
とは脳を活性化して『認知症』を
予防することにつながります。健
康のために、ぜひ地域に参加を。
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出
会
い
を
重
ね
、

幸
せ
に
齢と

し

を
重
ね
る
、

”幸
齢
者
“に
。

”幸
齢
者
“を

地
域
で
支
え
て

活
き
生
き
の
ま
ち
へ

み
ん
な
が
集
ま
る
と

何
で
も
楽
し
い

　
安
藤
さ
ん
は
、
現
在
で
は
週
に
一
回
の

百
歳
体
操
と
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
通
う

よ
う
に
。「
知
り
合
い
も
増
え
て
、
今
度

一
緒
に
旅
行
に
行
く
ん
で
す
。
皆
に
つ
い

て
い
く
の
が
や
っ
と
だ
け
ど
、
楽
し
い
で

す
よ
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
一
人
で
食
べ
る
ご
飯
も
、
皆
で
食
べ
た

ら
お
い
し
い
。
一
人
で
す
る
体
操
も
、
皆

で
す
れ
ば
も
っ
と
頑
張
れ
る
。
地
域
の
集

い
の
場
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
コ
コ
ロ
も

カ
ラ
ダ
も
健
康
に
な
っ
て
、「
顔
の
見
え

る
関
係
」づ
く
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
市
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
に
な
る

２
０
２
５
年（
平
成
37
年
度
）を
見
据
え
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

い
生
活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
む
た
め
、「
第
７
期
日
向

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画（
平
成
30
年
度
～
32
年
度
）」を
策

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
現
状
を
把
握
す
る
た

め
に
実
施
し
た「
介
護
予
防
・
日
常
生
活

圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」に
よ
る
と
、
お
よ
そ

６
割
の
人
が「
現
在
の
生
活
が
幸
せ
」と
感

じ
て
い
る
一
方
で
、
お
よ
そ
3
割
の
人
が

「
生
き
が
い
が
思
い
つ
か
な
い
」と
回
答
し

ま
し
た
。

　
出
会
い
を
重
ね
、
幸
せ
に
齢
を
重
ね
る

〝
幸
齢
者
〟を
目
指
し
て
、今
後
は
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
、
支
え
合
い
の
関
係
を
築
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
そ
し
て
高
齢
者
の
活
動
が
広
が
る
こ
と

で
、生
き
が
い
や
介
護
予
防
、
社
会
的
孤

立
の
防
止
な
ど
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
　

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で「
活
き
活
き
」と
生
き
が
い
を
持
っ
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
地
域
の
人
た
ち

と
の
出
会
い
や
交
流
、
そ
し
て
共
に
支
え

合
う
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

問
高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
地
域
ケ
ア
推
進
係

（
☎
内
線
２
１
６
８
）活 生き きと

特集 －高齢者地域ケアを考える－

安藤さん

あんたの方が

ほんとあんた

面白いわ～。

おもしろいが～。
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第
23
回
日
向
ひ
ょ
っ
と

こ
マ
ラ
ソ
ン
IN
日
向

岬
が
３
月
12
日
㈰
、お
倉
ヶ
浜

総
合
公
園
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー

ル
と
す
る
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。親
子
の
部・２
㌔
の
部・

５
㌔
の
部
・
ハ
ー
フ
の
部
・
ひ

ょ
っ
と
こ
の
部
に
１
６
０
５
人

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
今
大
会
。

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
宮
崎

銀
行
女
子
陸
上
部
の
選
手
５

人
が
参
加
、
ハ
ー
フ
の
部
や
５

㌔
の
部
な
ど
の
各
部
門
に
出
場

し
、
選
手
た
ち
を
激
励
す
る
な

ど
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
河
野
俊
嗣
宮
崎
県
知
事
も
出

場
し
た
、
最
大
高
低
差
お
よ
そ

70
㍍
の
日
向
岬
を
周
回
す
る
ハ

ー
フ
の
部
に
は
、
県
内
外
か
ら

５
３
４
人
が
参
加
。
起
伏
の
激

し
い
コ
ー
ス
に
苦
し
み
な
が
ら

も
懸
命
に
走
る
ラ
ン
ナ
ー
た
ち

に
、
コ
ー
ス
沿
い
か
ら
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
が
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
仮
装
で

ラ
ン
ナ
ー
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
楽

し
ま
せ
た「
仮
装
大
賞
」に
は
、

家
族
５
人
で
仮
装
し
て
参
加
し

た
松
川
さ
ん
親
子（
新
富
町
）が

選
ば
れ
た
ほ
か
、
九
州
７
県
以

外
の
参
加
者
に
は「
遠
来
賞
」、

70
歳
以
上
の
参
加
者
に
は「
寿

賞
」が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
、
最

も
遠
方
は
北
海
道
か
ら
、
最
高

齢
は
83
歳
の
男
性
で
し
た
。

　
レ
ー
ス
後
に
は
、
温
か
い
豚

汁
と
お
に
ぎ
り
が
振
る
舞
わ

れ
、
豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選

会
や
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ「
み
や
ざ

き
犬
」に
よ
る
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
も
あ
り
、
会
場
は
大

い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係（
☎
内
線
６
２
３
３
）

順位 氏名 市町村 記録

ハーフ男子

1 黒木俊輔 美郷町 1:10:26

2 柳井隆志 大分県 1:13:30

3 石谷公平 大分県 1:14:40

ハーフ女子

1 高木亜州加 福岡県 1:32:45

2 菊池純子 日向市 1:48:24

3 徳永輝美 延岡市 1:51:00

親子（２㎞）

1 安田優希
黒木　真 日向市 0:07:43

2 片岡優太
　　雅志 延岡市 0:08:11

3 藤原瑞貴
黒木農夫男 日向市 0:09:01

２㎞　小学１～３年生男子

1 児玉幹太 宮崎市 0:07:48

2 佐藤壮真 福岡県 0:07:58

3 山本奏凪 日向市 0:08:11

２㎞　小学１～３年生女子

1 井福千尋 熊本県 0:08:28

2 福森翠 日向市 0:08:28

3 黒木優羽 日向市 0:08:29

２㎞　小学４～６年生男子

1 山中寿世夢 日向市 0:07:03

2 馬目歩 延岡市 0:07:24

3 糸平侑生 日向市 0:07:28

２㎞　小学４～６年生女子

1 森川夢結 大分県 0:07:28

2 奈須天希 日向市 0:07:52

3 田中莉乃 小林市 0:07:56

５㎞　男子

1 川越隆暉 三股町 0:15:35

2 水野龍志 日向市 0:16:17

3 姫田賢希 日向市 0:16:31

５㎞　女子

1 幸津光 熊本県 0:18:44

2 松田規子 日向市 0:19:23

3 井上留美 国富町 0:21:33

入賞者一覧（種目別）敬称略

第23回日向ひょっとこマラソン
日向岬IN23rd hyuga hyottoko marathon

大会の結果などは、日向ひょっとこマラソン
公式ホームページでも確認できます。

は市内からの参加者

仮装大賞いただきました♪

新富町から参加
松川さん親子



17　　　2017. ４ 2017. ４　　　16

まちの話題T O P I C S 市のイベント情報の告知などは市ホームページや
市公式フェイスブックページでも発信しています。

ォーレンダムが寄港

梶剛士さんの講演会を開催

ーゲンビリアを卒業記念に植栽島いわがきが初出荷

校生企業説明会を開催

扱店に感謝状を贈呈
本市初のオランダ船籍

波乱万丈な半生から思いやりなどを学ぶ

花言葉のように故郷の魅力を忘れないで最高の出来と生産者も絶賛

地元での雇用創出につなげる

「へべす」が吉祥寺でブームに

３月17日、細島工業港にアメリカの
船会社が所有する「フォーレンダム」が
初めて寄港しました。この日開かれた
歓迎式典で市長は、「自然や観光名所
を満喫していただき、ぜひまた日向に
お越しください」とあいさつ。続いて
日向ひまわりレディなどから、花束と
ひょっとこ面、神楽面が贈呈されまし
た。乗客およそ1400人は、会場に
設けられた地場産品販売ブースや観光
案内所に立ち寄った後、ツアーバスを
利用して、美々津などの観光地を巡り
ました。人権について考える市民の集いが３月８日、市中央公民館で開

催され、タレントで俳優の宇梶剛士さんが講演、参加者およそ
400人が人権に対する意識を深め、思いやりの大切さを学び
ました。宇梶さんは、自身の波瀾万丈な半生を、身ぶり手ぶり
を交え紹介。「自分の人生の主役は自分自身であり、人を恨んだ
り、うらやましがったりしていたら脇役になってしまう。それ
ぞれが持っている光輝くものを大切にして」と話していました。

３月18日、日向サンパークでブーゲンビリア植樹祭が開催。
本市が進める市民との協働による花づくり推進事業の第１弾と
して、平岩小中、美々津、寺迫小学校の卒業記念と併せ実施さ
れ、各校の６年生31人が参加しました。ブーゲンビリアの苗
は、県の植栽プロジェクトの一環として贈呈されたもので、同
施設の太陽の丘に植栽されました。市長は「ブーゲンビリアに
は魅力を忘れないという花言葉がある。故郷の魅力を忘れず
に、植栽した花をまたぜひ見に来てほしい」と話していました。

県内第１位の生産量を誇る細島の「いわがき」。多
くの飲食店などに取り扱ってもらおうと、３月15
日に事業所向け試食会が開催されました。今年の
生産量は昨年より５㌧多い25㌧を見込んでおり、
市漁協いわがき部会長の兒玉慶太さんは、「昨年は
水温が高かったせいか、身も大きく今までで一番
出来がよい。細島といえばいわがきと言われるよ
う PR したい」と話していました。同時に即売会
も開かれ、多くの関係者が買い求めていました。

３月７日、ホテルベルフォート日向で「日向地区高
校生企業説明会」が開催されました。地元にある企
業の魅力を知ってもらい、また、知らなかった分野
の仕事などを発見してもらおうと開催されたもの
で、市内の県立高校に通う２年生およそ100人と、
32の地元企業・団体のほか、今回初めて高校生の
保護者も説明会に参加しました。参加した高校生
は、「希望の業種について具体的な説明を聞くこと
ができてよかった」、「身近に色々な企業があること
を知ることができ、参加してよかった」などと感想
を述べていました。

２月21日に、東京都で「へべすアワード」が開催さ
れ、へべすの販路や消費拡大に貢献した12人に、
日向のへべす消費拡大プロジェクト会議から感謝
状などを贈呈しました。現在、吉祥寺を中心に、お
よそ50店舗の飲食店がへべすを取り扱っている
とのこと。吉祥寺活性化協議会の塚本会長は、「へ
べすの良さをもっと広めていきたい」と話してい
ました。今後も吉祥寺との繋がりを継続しながら、
日向ブランドの PR に取り組んでいきます。

フ

宇

ブ細

高

取

2017.2-3  EVENT INFORMATION&TOPICS

レー元日本代表山本さんがスポーツ教室
小・中学生を熱心に指導

２月18日、市内および東臼杵郡内の小 ･ 中学生と指導者を
対象としたバレーボール教室が市体育センターで開催され、
およそ200人が参加しました。講師として指導したのは、
北京オリンピックやワールドカップなど数々の世界大会で
活躍した元全日本選手の山本隆弘さん。山本さんは、自身
の経験をもとに、基本練習の仕方や練習に取り組む姿勢の
大切さを、一つひとつ丁寧に子どもたちに指導していまし
た。教室に参加した富島中学校2年の利

としゆき
行萌

め ぐ り
李さんは、「基

本の大切さを学んだ。これからしっかり練習してもっとう
まくなりたい」と話していました。

バ
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日向経済新聞　ライター

小御門　綾 さん
（富高　46歳）

日 向圏域で起こった出来事などを取
材・編集して、インターネットで

配信しています。昔から文章を書くこと
が好きで、編集中は時間がたつのを忘れ
てしまうほど。今は仕事に追われていま
すが、落ち着いたら、自然いっぱいの日
向でサーフィンに挑戦してみたいですね。

スマホでも見やすい「日向経済新聞」。ぜひインターネットで検索を。

時には取材をお願いすることも。皆さ
んご協力をお願いします。

３月 11 日に、市長などから、13 人の
仲間と一緒に激励を受けました。

平 成23年の東日本大震災、平成28年
の熊本地震の時に、自衛隊の人たち

の救助活動などを見て自分も人の役に立
てる仕事がしたいと、入隊を決意。勉強も
頑張りました。自衛隊での勤務は大変だと
は思いますが、より強いのは挑戦したい
気持ち。尊敬される隊員になりたいです。

元気な性格が取り柄。周りを励ますことのできる大人になります。

陸上自衛隊国分駐屯地に入隊した

矢北　嘉
ひ ろ と

杜 さん
（不動寺　18歳）

このコーナーでは、取材先などで出会った「まちのひと」たちの声を紹介します。

「
出
会
い
は
幸
せ
を
も
た
ら
す
」

２
月
18
日
㈯
に
「
お
し
ゃ

べ
り
Ｄ
Ｅ
国
際
交
流
４
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
の
一

番
大
き
な
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト

で
、
市
内
外
か
ら
お
よ
そ
80
人
が

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

準
備
の
時
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
が

う
ま
く
い
く
か
不
安
で
し
た
が
、

参
加
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
、
楽

し
そ
う
な
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で

き
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

と
い
う
の
も
、
日
向
に
住
ん
で

い
る
外
国
人
は
あ
ま
り
多
く
な

く
、
外
国
人
同
士
が
交
流
す
る
機

会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
外
国
人
同
士
に
限

ら
ず
、
知
ら
な
い
人
と
出

会
っ
て
話
す
機
会
も
あ

ま
り
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
う
い
う

国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
の
食
べ
物

や
ワ
イ
ン
を
楽
し
み
な
が

ら
、
日
本
人
も
外
国
人
も

一
緒
に
交
流
で
き
る
機
会

を
つ
く
る
事
が
で
き
て
と

て
も
良
か
っ
た
し
、
私
自

身
に
と
っ
て
も
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

気
心
の
知
れ
た
友
達
と
会
う
こ

と
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
も
た
ま
に
は
、
新
し
い
出
会

い
の
場
に
出
向
き
、
た
く
さ
ん
の

人
と
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

き
っ
と
素
敵
な
出
会
い
が
待
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

問
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
市
民
協

働
係
（
☎
内
線
６
２
５
4
）

大勢の人の前で話すのは恥ずかしい

けど、学ぶことも多いですね。 皆さんも楽しそうに交流していました。

Cameron’s Hyuga Journal
Thanks for coming!

（来てくれてありがとう！）

キャメロンの日向便り 18通
目

Human
人がまちをつくる８ページで構成されている PTA 新聞「財風」。

カラーと白黒のページの構成で、写真を多く
使い、見やすく工夫されています。どうすれ
ば見やすく、読んでもらえるかを、部会でも
時間をかけて話し合ったとのことでした。

財
光
寺
小
学
校
の
P
T
A

広
報
部
が
発
行
す
る
新
聞

「
財た
か
ら
か
ぜ風」が
、
宮
日
新
聞
、
毎
日
新
聞

が
そ
れ
ぞ
れ
主
催
す
る
P
T
A
新

聞
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　「
財
風
」は
年
間
４
回
発
行
し
て
お

り
、
制
作
に
携
わ
る
広
報
部
員
は
９

人
。
そ
れ
ぞ
れ
が
記
事
を
担
当
し
、

取
材
・
撮
影
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　
特
集
記
事
は
、
広
報
部
会
の
中
で

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
興
味
・
関
心

の
高
い
も
の
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
部
長
の
笹
部
智
美
さ
ん
は
、「
前

年
と
重
な
ら
な
い
特
集
を
つ
く
る
の

が
大
変
で
し
た
が
、全
体
の
作
業
は
、

前
任
者
に
し
っ
か
り
引
き
継
ぎ
を
し

て
も
ら
え
た
の
で
、円
滑
に
取
り
掛

か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
話
し
、

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、「
正
直
驚
き
ま
し
た
。こ
ん
な

大
き
な
賞
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
私
も
ま
た
後
任
に
し
っ
か
り
引

き
継
ぎ
が
出
来
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

財
小
P
T
A
新
聞
、最
優
秀
２
冠
に
輝
く

財光寺小学校 PTA
広報部員の皆さん。
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日 　 向 　 市 　 子 　 育 　 て 　 応 　 援 　 宣 　 言

おすすめの本

◉日時 ４月８日㈯、午後１時から４時（受
付は３時まで）、さんぴあ会議室で。修理は
無料ですが、部品・材料代は自己負担です。
問 ☎090・9607・3299（岸本）

おもちゃ病院ひゅうが✚

二十四節気のえほん

「立 春」、「啓蟄」、「雨水」など、
気候の変化や季節の移ろ

いを表す二十四節気の意味と、そ
の時期の風景、風物をあたたかい
絵で描いた本。旧暦と新暦のずれ、
七十二候も取り上げる。
西田めい／文　PHP 研究所

やまと錦 

憲 法起草 - それは欧米列強と対
等に渡り合うための道だった

! 国のために才を尽くした井上毅の実
直な生き方と、家族愛に溢れた人間
性を、丁寧な筆致で書き下ろした長
編時代小説。
村木嵐／著　幻冬舎

人生はワンモアチャンス！

66 枚のかわいくてユー
モラスな犬の写真と、

仕事も遊びもさらに楽しくなるフ
レーズを収録。裏には偉人のエピ
ソードと名言も掲載。
水野敬也／著　文響社

図書館からのお知らせです

こわれた
おもちゃを
修理！

親子で「絵本の読み聞かせ」
定例のおはなし会
◉乳幼児向け（毎週木曜日）
午前10時30分から10時50分
◉幼児向け（毎週水曜日）
午後３時30分から４時
◉小学生向け（毎週土曜日）
午前11時から11時30分
※29日はお休みです。

子ども映画上映会（60分程度）
４月９日㈰　午前10時30分～
①かぐまのちから石
②白狐の湯
③ミッキーの引っ越し大騒動
④ミッキーの夢物語
⑤ミッキーの芝居見学
５月14日㈰　午前10時30分～
①わらしべ長者
②田植え地蔵
③三びきのやぎのがらがらどん
④ハーメルンのふえふき男

◉開館日および時間
　火曜～金曜日＝午前９時～午後６時30分	
　土、日、祝日＝午前９時～午後５時	
◉休館日　毎月１日と毎週月曜日。年末年始12月28日～１月３日まで。
問市立図書館 
☎54・1919（春原町１–47） http://www.lib.city.hyuga.miyazaki.jp

・認知症予防におすすめ図書館活用術（結城俊也／日外アソシエーツ）

・語彙力がないまま社会人になってしまった人へ（山口謠／ワニブックス）

・ぼーるとぼくとくも（加藤休ミ／風濤社）

新しく入った本
小児救急医療電話相談（15歳未満対象）

県北救急医療ダイヤル（年齢に関係なく利用可能）

　お子さんの急な病気やケガについて、小児科の
支援体制のもとに看護師が相談に応じます。

　急な病気やけがなどの相談を受け付け、医師や
看護師が医療機関受診の時期や、家庭で実施可能
な対応方法などを助言します。
　年齢に関係なくどなたでも利用できます。相談
内容など、利用者のプライバシーは守られます。

◉相談時間　午後７時から翌朝８時まで（年中無休）
◉電話番号　＃8000（プッシュ回線対応固定電話、携帯電話の場合）
　　　　　　☎0985・35・8855（ダイヤル回線の場合）
◉対 象 者　15歳未満の子どもとその保護者

◉電話番号　☎0120・865・554（通話無料）
◉対応時間　月曜～土曜、午後５時から翌朝８時。
　　　　　　日、祝日（年末年始含む）は24時間。
◉利用方法　年齢、お住まいの市町村を伝え、
　　　　　　症状などを相談してください。

日曜・祝日などの在宅当番医
日向市東臼杵郡医師会テレフォンサービス
☎53・1214　 http://hyuga-ishikai.jp/

小児科医の日曜・祝日などの在宅当番医

小児科の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
当番医は変更になる場合もあるので、受診前に電話で確認してください。

小さな笑顔は未来の力 みんなで育てよう " ひゅうがっ子 ” Let`s support child raising together in our community.

　平日の夜間、急な病気やケガの治療が必要な人のための
診療所です。診療対象は小学生以上ですが、小学生の場合
は受診する前に電話（☎50・1000）で確認してください。

◉診療時間　平日の夜間、午後７時30分から９時30分　
　　　　　　まで（受付＝午後７時15分から）
◉診 療 科　内科・外科

日向市初期救急診療所
日向市北町２丁目10番地

延岡市夜間急病センター
延岡市出北６‒1621（延岡市医師会病院となり）

　小児の夜間の急な病気やケガに対して、延岡・日
向地区の小児科医が協力して、治療にあたります。

◉診療時間　午後７時30分から11時まで
◉診 療 科　小児科（毎日）☎0982・21・9999

年齢に関係なく
どなたでも

利用できます。

お誕生日おめでとう !
お歌と絵本がだいすきです♪

小
お ぐ ら

倉　咲
さ く ら

空ちゃん
（３さい・財光寺）

3さ
い

２歳おめでとう！お姉ちゃん
といつまでも仲良く、元気に
育ってね♪

大山　慶
け い じ

次ちゃん
（２さい・塩見）

音楽大好き陸翔くん♪1才の
誕生日おめでとう☆優しく、
明るく、元気に育ってね♪

前田　陸
り く と

翔ちゃん
（１さい・亀崎）

1さ
い

お誕生日おめでとう☆皆か
ら 愛 さ れ る 子 に 育 っ て ね
(^-^)

髙
たかつき

月　蘭
らん

ちゃん
（２さい・永江町）

2さ
い 2さ

い

お誕生日おめでとう！
これからも元気に大きくな
ーれー！

小田　美
み お
桜ちゃん

（１さい・原町）

1さ
い

携帯電話で撮影した写真を、右のＱＲコードでらくらく送信。誕生日の記念などに、お子さんのかわいい写真を投稿してみませんか？
◉掲載対象＝1・2・3歳の誕生日を迎えた乳幼児など。◉投稿方法＝Eメール（携帯含む）。子どもの氏名（ふりがな）・住所・年齢、保

護者の連絡先、および30文字程度のコメント（絵文字は表示できないものがあります）を記載して、撮影した写真を添付して送信して

ください。※投稿多数により掲載できない場合もあります。◉送信宛先　 public@hyugacity.jp　問秘書広報課（☎内線2235）

　  で読者投稿コーナー

Happy Birthday
誕生日おめでとう

４月２日
（第１日曜日）

桜ヶ丘ファミリークリニック 
（延岡市夏田町414－１） ☎0982・28・2280

４月９日
（第２日曜日）

丸山クリニック 
（延岡市博労町４－４） ☎0982・21・6028

４月16日
（第３日曜日）

共立病院 
（延岡市中川原町３－42） ☎0982・33・3268

４月23日
（第４日曜日）

田原医院 
（延岡市伊達町２－62） ☎0982・32・4987

４月29日
（昭和の日）

大王谷こどもクリニック 
（亀崎西２－155－１）   ☎50・2000

４月30日
（第５日曜日）

井上病院 
（延岡市平原町1－990－１） ☎0982・23・7402

寡
婦
（
夫
）
控
除
は
、
ひ
と
り

親
の
納
税
者
が
所
得
税
法

上
の
寡
婦（
夫
）
に
当
て
は
ま
る
場

合
に
受
け
ら
れ
る
所
得
控
除
で
す

（
未
婚
の
場
合
は
対
象
外
）。

　
そ
の
た
め
、
税
額
を
基
準
に
算
定

さ
れ
る
保
育
料
を
決
め
る
場
合
、
同

じ
ひ
と
り
親
世
帯
で
あ
っ
て
も
婚
姻

歴
の
有
無
に
よ
り
、
寡
婦
（
夫
）
控

除
が
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
支
払
う

保
育
料
の
額
が
大
き
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
家
庭
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
平
成
29
年
４
月
１
日
か

ら
、認
可
保
育
所
、認
定
こ
ど
も
園
、

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
寡
婦
（
夫
）

控
除
が
あ
る
も
の
と
み
な
し
て
保
育

料
の
額
を
決
め
ま
す
。

◉
対
象
　
子
ど
も
が
認
可
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
に
通
う
ひ

と
り
親
世
帯
の
う
ち
婚
姻
歴
が
無
い

人
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
。

保
育
料
の
み
な
し
寡
婦（
夫
）控
除

母
子
・
父
子
家
庭
を
支
援
し
ま
す

◉
適
用
方
法
　
申
請
が
必
要
で
す
。

　
戸
籍
謄
本
ま
た
は
児
童
扶
養
手
当

証
書
を
こ
ど
も
課
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
印
鑑
も
忘
れ
ず
に
。

◉
受
付
　
４
月
１
日
よ
り
受
付
開
始

　
寡
婦（
夫
）控
除
の
み
な
し
控
除

を
適
用
し
て
も
所
得
の
状
況
な
ど
に

よ
り
保
育
料
が
変
わ
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
税
や
市
民

税
は
、
み
な
し
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
こ
ど
も
課
保
育
係

（
☎
内
線
２
１
８
５
）
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道駅食楽

f o o d

お舟出の湯「イベント情報」

美々津にある日向市歴史民俗資料館

◉お舟出の湯営業時間　午前10時から午後10時まで
◉４月の休館日　３日㈪ 
◉定期寄席　４月８日㈯、午後１時から
◉ハンギングバスケット展
　展示期間　４月22日㈯～ 5月7日㈰
　募集期間　４月17日㈪まで　

【ハンギングバスケット講習会】
　開催日　４月16日㈰
問日向サンパーク温泉☎56・3800

市ホームページからも簡単アクセス！
http://hyugasunpark.wix.com/sunpark
☜携帯電話からはＱＲコードで！

「お舟出 とくトクカレンダー」

◉
レ
ス
ト
ラ
ン「
潮
音
」４
月
限
定
メ
ニ
ュ
ー

お
花
見
シ
ー
ズ
ン
特
別
メ
ニ
ュ
ー

【
さ
く
ら

御
膳
】１
０
０
０

円（
税
込
）

※
さ
く
ら
湯
付

（
焼
き
物
、
揚
げ

物
、
刺
身
、
ご
飯

物
、
さ
く
ら
餅
）

４
月
も
お
舟
出

ち
ゃ
ん
ぽ
ん（
単

品
）６
８
０
円
は

継
続
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
を
。

問
日
向
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉
☎
56
・
３
８
０
０

地球共生

健康一番

h e a l t h

B
M
I
は
”22
“を
キ
ー
プ
し
て

自
分
の
標
準
体
重
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

食
べ
残
し
が
深
刻
な
問
題
に
…

み
ん
な
で
30
・
10
運
動
に
取
り
組
も
う

e c o l o g y

手
作
り
ジ
ャ
ム
の
ソ
フ
ト
も
ぜ
ひ
ご
賞
味
を

春
を
感
じ
る
メ
ニ
ュ
ー
、イ
ベ
ン
ト
続
々

つつじの花が皆さんをお出迎えします
　つつじの開花期
間中は、つつじ祭り
１６日 ㈰ な ど の イ
ベントを催します。　
さらに、コテージで
は、今月から、宿泊
者が利用する寝具
類を一新するなど、
快適な環境でお過
ごしいただけます。皆さん春の牧水公園にぜひお越しを。
東郷町ふるさと公社☎69・7720

牧水公園からのお知らせ

４
月
は
歓
迎
会
な
ど
、
宴
会
に
出

席
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す

が
、
注
文
し
た
料
理
を
食
べ
き
れ
ず
残

し
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
残
さ
れ
た
食
品
は
、
ご
み
と
な
っ
て

捨
て
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
食
べ

ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食
品

の
こ
と
を「
食
品
ロ
ス
」と
言
い
ま
す
。

　
日
本
で
発
生
す
る
食
品
ロ
ス
は
年
間

お
よ
そ
６
３
０
万
ト
ン
と
言
わ
れ
て
お

り
、
１
人
当
た
り
一
日
に
お
茶
碗
1
杯

分
の
ご
飯
の
量
を
捨
て
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
大
切
な
食
べ
物
を
無
駄
に
す
る
と
、

ご
み
の
量
が
増
え
、
環
境
に
も
悪
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
　
　

　
こ
の
た
め
市
で
は
、「
食
品
ロ
ス
」を

減
ら
す
一
環
と
し
て
宴
会
の
際
の「
30
・

10（
さ
ん
ま
る
・
い
ち
ま
る
）運
動
」を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
宴
会
な
ど
で
は
、
次
の
３
つ
の
こ

と
を
守
っ
て
、
食
べ
物
を
残
さ
な
い

よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①
無
理
せ
ず
食
べ
ら
れ
る
量
を
注
文

　
す
る
。

②
乾
杯
後
の
30
分
間
は
席
に
着
い
て

　
食
事
を
す
る
。

③
宴
会
終
了
10
分
前
に
は
席
に
戻
っ

　
て
、残
っ
て
い
る
も
の
を
食
べ
る
。

　
宴
会
で
の
食
べ
残
し
の
量
は
、
14
・
２

㌫
と
、
食
堂
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
３・
６
㌫

と
比
べ
る
と
、
非
常
に
大
き
い
割
合
で

す
。（
出
典
：
平
成
27
年
度「
食
品
ロ
ス

統
計
調
査
・
外
食
調
査
」よ
り
引
用
）

　
宴
会
幹
事
の
一
声
や
、
一
人
ひ
と
り

の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
構
え
で
捨
て
ら
れ

る
食
品
は
減
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
　

　
大
切
な
地
球
の
環
境
を
守
る
た
め
、

食
品
ロ
ス
の
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課
適
正
処
理
推
進
係

（
☎
53
・
２
２
５
６
）

不
規
則
な
生
活
、
偏
っ
た
食
事
や

飲
み
過
ぎ
、
運
動
不
足
な
ど
か

ら
生
活
習
慣
病
を
発
症
す
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。「
肥
満
」は
そ
の
原
因
の
一

つ
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
体
重
管
理
を

す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　
現
在
、
一
般
的
に
成
人
の
肥
満
の
判

定
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
、
B
M
I

と
い
う
肥
満
度
を
表
す
指
数
で
、
市
が

実
施
し
て
い
る
特
定
健
診
や
職
場
で
の

健
康
診
断
で
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
B
M
I
は
、
い
く
つ
か
計
算
方
法
は

あ
り
ま
す
が
、
体
重
÷
身
長
⒨
÷
身
長

⒨
で
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
本
肥
満
学
会
で
は
、
前
述
で
計
算

し
た
数
値
が
22
と
な
る
体
重
を「
標
準
体

重
」と
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
こ
の
数
値

を
維
持
し
て
い
る
人
は
、
高
血
圧
や
脂

質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
か
か

る
人
が
少
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
肥
満

は
大
人
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、

こ
ど
も
で
も
病

気
の
リ
ス
ク
を

高
め
る
原
因
と

な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
市

で
は
平
成
15
年

か
ら「
小
児
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
」を

開
始
。
保
育
園
や
幼
稚
園
、
学
校
で
も

さ
ま
ざ
ま
な
食
育
活
動
や
授
業
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
何
よ
り
大
切
な
の

は
、
家
庭
で
の
食
習
慣
。
皆
さ
ん
も
次

の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
家
庭
で
の
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
】

３
食
き
ち
ん
と
食
べ
る
習
慣
を

　
間
食
は
食
事
を
補
う
た
め
の
も
の
。

食
べ
過
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

食
事
は
よ
く
噛
ん
で
ゆ
っ
く
り
と

　
具
材
を
大
き
め
に
切
っ
た
り
、
噛
み

ご
た
え
の
あ
る
食
材
を
加
え
る
な
ど
、

よ
く
噛
ん
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し

ま
し
ょ
う
。
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
こ
と
で

満
腹
感
を
感
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。

食
べ
る
順
番
も
大
切
！

　
食
べ
過
ぎ
を
抑
え
、
血
糖
値
の
上
昇

を
緩
や
か
に
す
る
た
め
に
は
、
食
べ
る

順
番
も
大
切
。
食
物
繊
維
を
多
く
含
み
、

低
カ
ロ
リ
ー
の
野
菜
や
き
の
こ
、

海
草
な
ど
を
最
初
に
食
べ
る
習
慣

を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
体
重
は
、
健
康
管
理
の
第
一
歩
。

　
ま
ず
は
、
自
分
の
標
準
体
重
を

知
り
、
病
気
に
な
り
に
く
い
身
体

づ
く
り
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
き
い
き
健
康
課
健
康
づ
く
り

係（
☎
内
線
２
１
１
１
）

歴史探訪

w a l k

美々
津
は
古
い
歴
史
を
も
つ
港
町

で
、
中
世
末
期（
西
暦
１
３
０
０

年
頃
）に
は
集
落
が
営
ま
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
港
は
天
然
の
良
港

と
し
て
賑
わ
い
を
み
せ
、
江
戸
時
代
に

は
高
鍋
藩
の
重
要
港
と
し
て
藩
主
が
参

勤
交
代
に
も
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
　

　
明
治
に
な
る
と
廻
船
業
が
さ
ら
に
繁

盛
し
、「
美
々
津
千
軒
」と
呼
ば
れ
る
ほ

ど
町
家
が
建
ち
並
び
ま
す
が
、
鉄
道
や

道
路
の
整
備
で
物
流
に
変
化
が
生
じ
る

と
、
そ
の
繁
栄
も
陰
り
を
見
せ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
町
の
歴
史
は
、
美
々
津
に

数
多
く
の
伝
統
的
な
建
造
物
を
生
み
出

し
ま
し
た
。
昭
和
58
年
に
市
指
定
文
化

財「
廻
船
問
屋『
河
内
屋
』跡
」が
日
向
市

歴
史
民
俗
資
料
館
と
し
て
開
館
す
る
と
、

伝
統
的
な
建
造
物
を
後
世
に
残
そ
う
と

い
う
機
運
が
高
ま
り
、
昭
和
61
年
に
国

の「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
伝
統
的

な
建
造
物
は
95
棟
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
港
か
ら
南
に
延
び
る
3
本
の

道
路
や
、
そ
れ
ら
と
交
わ
る「
ツ
キ
ヌ
ケ
」

と
呼
ば
れ
る
大
通
り
は
、
江
戸
時
代
に

整
備
さ
れ
、
石
畳
な
ど
と
と
も
に
、
美
々

津
の
歴
史
的
景
観
を
構
成
す
る
重
要
な

要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
周
辺
の
豊
か

な
自
然
環
境
と
と
も
に
歴
史
的
な
港
町

と
し
て
価
値
が
高
い
」と
評
価
を
受
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
家
の
保
存
修
理
が
進
み
、
優
れ
た

町
並
み
の
景
観
が
形
成
さ
れ
る
に
つ
れ
、

来
訪
客
も
多
く
な
り
、
今
で
は
日
向
を

代
表
す
る
観
光
名
所
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
平
成
28
年
12
月
に
は
、
伝
建
地
区
選

定
30
周
年
記
念
事
業
を
開
催
、
多
く
の

人
が
美
々
津
を
訪
れ
、
そ
の
魅
力
を
感

じ
る
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
、美
々

津
の
町
並
み
を
見
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
文
化
生
涯
学
習
課
文
化
財
・
文
化
振

興
係（
☎
内
線
６
２
３
１
）

郷
土
の
文
化
財
を
訪
ね
て
�

美
々
津
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

　物産館・詩季彩では、き
んかんジャムソフトとイチ
ゴジャムソフトを販売して
い ま す。 値 段 は350円（税
込）。ジャムは道の駅で作ら
れているもので、使ってい
る素材はどちらも地元で採
れた新鮮なものを使用して
います。期間限定の商品になりますので、この機会にぜひご賞
味下さい。
道の駅とうごう☎68・3072

手作りジャムの絶品ソフトクリームはいかが

道の駅とうごうからのお知らせ

食べ残しを減らして
二酸化炭素の発生も抑える！

体重÷身長⒨÷身長⒨＝22

あ
な
た
は

大
丈
夫
？

さくら御膳　1000 円（税込）

色鮮やかに咲くつつじ
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お
知
ら
せ

小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録

制
度
に
登
録
、
再
登
録
を

　「
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録
制
度
」と

は
、
市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
工
事
お
よ
び
修

繕
な
ど
の
う
ち
、「
少
額
で
内
容
が
軽
易
な
も

の
」に
つ
い
て
、
受
注
を
希
望
す
る
人
を
登
録

し
、
市
内
の
事
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
を
図

る
も
の
で
す
。
平
成
28
年
度
に
登
録
を
し
た
人

は
、
再
度
登
録
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◉
対
象
　
１
件
の
金
額
が
10
万
円
未
満
の
工

事
・
修
繕
な
ど
で
、
内
容
が
軽
易
な
も
の
。

◉
登
録
方
法
　
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

は
、市
内
に
住
所
、ま
た
は
主
た
る
事
業
所（
本

店
）を
有
す
る
人
で「
建
設
業
者
等
有
資
格
業
者

名
簿
」に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
人
で
す
。

　
登
録
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
総
務
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
受
付
期
間
　
随
時（
登
録
の
有
効
期
間
は
平

成
30
年
３
月
31
日
ま
で
）

◉
提
出
書
類
な
ど

①
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録
申
請
書

（
総
務
課
で
の
配
付
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）

②
希
望
業
種
の
履
行
に
必
要
な
資
格
・
免
許
な

ど
の
証
明
書
の
写
し

③
市
税
の
完
納
証
明
書

問
総
務
課
契
約
監
理
係（
☎
内
線
２
２
６
３
）

６
月
１
日
か
ら
実
施

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査

　
工
業
統
計
調
査
は
、
従
業
員
４
人
以
上
の
全

て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
６
月
１
日
時
点
で

実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
国
全
体
の
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

調
査
で
す
。
調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
票
に
記
入
し
た
内
容
は
統
計
作
成
の
目

的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
合
政
策
課
統
計
係（
☎
内
線
２
３
３
４
）

４
月
は「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」

「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」

　
毎
年
４
月
２
日
は
、
国
連
が
定
め
た「
世
界

自
閉
症
啓
発
デ
ー
」。
４
月
２
日
か
ら
８
日
ま

で
は「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」で
す
。
自
閉
症
を

は
じ
め
と
す
る
発
達
障
害
の
人
は
他
人
の
意
図

や
感
情
を
直
感
的
に
理
解
し
た
り
、
言
葉
を
適

切
に
使
っ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
苦
手
な
場
合

が
あ
り
、
学
校
や
職
場
で
問
題
に
直
面
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
症
状
や
反
応
は
人
そ
れ
ぞ
れ

域
教
育
力
活
性
化
推
進
事
業
」に
取
り
組
む
団

体
を
募
集
し
ま
す
。

　
委
託
す
る
団
体
に
は
、
10
万
円
を
上
限
と
し

て
、
活
動
に
対
す
る
委
託
料
を
支
払
い
ま
す
。

◉
申
込
締
切
　

5
月
10
日
㈬

◉
提
出
書
類
　
市
が
指
定
す
る
事
業
計
画
書
、

収
支
予
算
書
、申
請
団
体
構
成
員
名
簿（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

　
申
込
者
多
数
の
場
合
や
、事
業
内
容
審
査
の

結
果
に
よ
っ
て
は
委
託
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問

文
化
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
☎
内
線
６
２
４
２
）

学
習
グ
ル
ー
プ（
自
主
学
級
）

～
開
設
者
を
募
集
～

　
市
は
、
10
人
以
上
の
仲
間
が
集
ま
り
、
自
主

的
に
自
己
研
さ
ん
、
地
域
の
課
題
解
決
に
つ
な

が
る
学
習
や
創
作
活
動
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ

を
募
集
し
ま
す
。

　
活
動
期
間
は
6
月
か
ら
翌
年
3
月
ま
で
で
、

月
一
回
程
度
の
活
動
を
実
施
し
て
も
ら
い
ま

す
。
補
助
制
度
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◉
家
庭
教
育
学
級
　
各
小
中
学
校
、
幼
稚
園
単

位
の
保
護
者
な
ど
が
対
象

◉
高
齢
者
学
級
　
地
域
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
グ
ル
ー
プ
が
対
象

◉
女
性
学
級
　
地
域
の
女
性
グ
ル
ー
プ
が
対
象

問
文
化
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
☎
内
線
６
２
４
２
）

日
㈯
の
間
で
セ
ン
タ
ー
が
指
定
す
る
日
、【
学

科
】＝
８
月
１
日
㈫

◉
合
格
発
表
　
９
月
29
日
㈮

　
試
験
は
前
期
と
後
期
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
試

験
内
容
が
異
な
り
ま
す
。

　
後
期
試
験
は
、
日
本
料
理
、
西
洋
料
理
、
麺

料
理
。
受
験
資
格
、
受
験
会
場
な
ど
、
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
同
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
公
益
社
団
法
人
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

☎
03
・
３
６
６
７・１
８
６
７

鯉
の
ぼ
り
や
釣
り
糸
な
ど

感
電
事
故
や
停
電
事
故
の
原
因
に

　
鯉
の
ぼ
り
を
上
げ
る
際
は
、
感
電
事
故
防
止

の
た
め
電
線
か
ら
十
分
離
れ
た
と
こ
ろ
に
設
置

す
る
な
ど
注
意
が
必
要
で
す
。

　
万
一
、
鯉
の
ぼ
り
や
、
釣
り
糸
な
ど
が
電
線

に
か
か
っ
た
場
合
は
、自
分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、

近
く
の
九
州
電
力
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
九
州
電
力
株
式
会
社
日
向
営
業
所

☎
０
１
２
０・９
８
６・７
０
２

募
　
集

地
域
の
世
代
間
交
流
活
動
に

取
り
組
む
団
体
を
募
集
し
ま
す

　
市
は
、
地
域
の
大
人
と
子
ど
も
に
よ
る
自
然

体
験
や
伝
統
文
化
伝
承
活
動
、学
習
支
援
な
ど
、

世
代
間
交
流
を
通
し
、
子
ど
も
た
ち
が
た
く
ま

し
く
生
き
る
力
を
育
む
活
動
を
推
進
す
る「
地

の
た
め
、「
ゆ
っ
く
り
」「
て
い
ね
い
に
」「
く

り
か
え
し
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
柔
軟
に
対
応
し

て
く
だ
さ
い
。
発
達
障
害
は
、
一
見
し
て
わ
か

る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
誤
解
を

生
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
知
識
を
も

っ
て
見
守
る
だ
け
で
も
、
本
人
や
そ
の
家
族
の

支
え
に
な
り
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
共
に
支
え
合
い
、
誰
も
が
安
心
し
て
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係（
☎
内
線
２
１
７
１
）

５
月
に
図
書
館
ま
つ
り
を
開
催

不
要
に
な
っ
た
本
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
市
立
図
書
館
で
は
、
５
月
13
日
㈯
に
春
の
図

書
館
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
恒
例
の

古
本
市
で
配
布
す
る
本
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
自
宅
で
読
ま
な
く
な
っ
た
本
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
受
付
　
４
月
12
日
㈬
か
ら
５
月
11
日
㈭
、
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

　
図
書
館
ま
で
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
雑
誌
・
マ
ン
ガ
・
百
科
事
典
・
映
像
資
料（
ビ

デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
）は
引
き
取
り
不
可
。

問
市
立
図
書
館
☎
54
・
１
９
１
９

家
屋
全
棟
調
査
の
結
果
を

課
税
資
産
明
細
書
で
確
認
を

　
市
は
、
固
定
資
産
税
を
適
正
か
つ
公
正
に
課

税
す
る
た
め
に
、
家
屋
の
全
棟
調
査
を
平
成
27

年
度
～
29
年
度
に
か
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

◉
調
査
内
容
　
新
築
・
増
築
未
調
査
に
よ
る
課

朗
読
奉
仕
員
養
成
講
座
の

受
講
生
を
募
集（
受
講
無
料
）

　
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◉
受
講
期
間
　
６
月
10
日
㈯
か
ら

毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日（
全
15
回
）

◉
時
間
　
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

◉
場
所
　
市
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー「
あ
い
と
ぴ

あ
」（
Ｊ
Ｒ
日
向
市
駅
西
口
そ
ば
）

◉
受
講
料
　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
必
要
）

◉
申
込
締
切
　
５
月
26
日
㈮
ま
で
。

問
市
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー「
あ
い
と
ぴ
あ
」

☎
52
・
５
４
３
４

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
！

ひ
む
か
Y
O
U
ゆ
う
ク
ラ
ブ

　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ「
ひ
む
か

Y
O
U
ゆ
う
ク
ラ
ブ
」は
、
平
成
29
年
度
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
登
録
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
お
気
に
入
り
の
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
つ
け
て
生
き
が
い
づ
く

り
、
仲
間
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◉
登
録
の
メ
リ
ッ
ト
　
会
員
に
な
る
と
す
べ
て

の
サ
ー
ク
ル
に
い
つ
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま

す
。
ま
た
、
教
室
・
大
会
な
ど
に
会
員
料
金
で

参
加
で
き
ま
す
。

◉
会
員
登
録
料
　
４
０
０
０
円（
年
度
登
録
＝

入
会
か
ら
平
成
30
年
３
月
ま
で
）。
入
会
金
は

不
要
で
す
。

▶
サ
ー
ク
ル
＝
ミ
ニ
バ
レ
ー
、バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

卓
球
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

税
漏
れ
、お
よ
び
取
り
壊
し
な
ど
の
滅
失
漏
れ
。

◉
調
査
対
象
　
課
税
対
象
と
な
る
家
屋

◉
結
果
の
反
映
　
結
果
は
平
成
29
年
度
固
定
資

産
税
納
税
通
知
書
に
同
封
す
る
課
税
資
産
明
細

書
に
表
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。
主
に
富
高
、
日
知
屋
、
新
町
、
細
島
、

財
光
寺
地
区
が
対
象
で
す
。

問
税
務
課
資
産
税
係（
☎
内
線
２
１
１
４
）

合
格
で
教
員
資
格
取
得
も

調
理
技
術
技
能
評
価
試
験（
前
期
）

　
調
理
技
術
技
能
評
価
試
験
は
、
調
理
師
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
た
め
に
国
家
試
験
と
し
て
設

け
ら
れ
て
い
る
制
度
で
す
。
学
科
試
験
、
実
技

試
験
の
両
方
に
合
格
す
る
と
、「
専
門
調
理
師
」・

「
調
理
技
能
士
」の
称
号
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
調
理
師
養
成
校
の
教
員
資
格
も
取
得

で
き
ま
す
。

◉
受
験
料
　【
実
技
の
み
】＝
１
８
８
０
０
円
、

【
学
科
の
み
】＝
３
７
０
０
円
、【
実
技
・
学
科

両
方
】＝
２
２
５
０
０
円

◉
試
験
概
要
　【
実
技
】＝
す
し
料
理
・
中
国
料

理・給
食
用
特
殊
料
理
、【
学
科
】＝
調
理
一
般
、

調
理
法
、材
料
、食
品
衛
生
お
よ
び
公
衆
衛
生
、

食
品
お
よ
び
栄
養
、
関
係
法
規
、
安
全
衛
生

◉
申
請
書
配
布
期
間
　
郵
送
は
４
月
24
日
㈪
ま

で
、
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
５
月
８
日
㈪
ま
で

◉
申
請
受
付
　
４
月
３
日
㈪
～
５
月
８
日
㈪

　
※
当
日
消
印
有
効

◉
試
験
日
　【
実
技
】＝
７
月
30
日
㈰
～
８
月
26

フ
、
健
康
空
手
、
囲
碁
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
カ
ラ

オ
ケ
　
▶
教
室
＝
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、健
康
体
操
、

社
交
ダ
ン
ス（
初
級
・
中
級
）、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

（
小・中
）、小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　
▶
大
会
＝

男
女
混
合
ミ
ニ
バ
レ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
囲
碁
　

▶
市
受
託
事
業
＝
キ
ッ
ズ
体
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

問

同
事
務
局（
日
向
市
体
育
協
会
事
務
局
内
）

 

☎
０
８
０・５
２
６
０・１
５
１
５

him
ukayouyou@

gm
ail.com

応
募
は
５
月
10
日
ま
で

J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　
開
発
途
上
国
へ
の
技
術
協
力
や
人
材
育
成
を

行
っ
て
い
る
J
I
C
A（
独
立
行
政
法
人
国
際

協
力
機
構
）が
平
成
29
年
度
の
海
外
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

◉
募
集
期
間
　
５
月
10
日
㈬
ま
で（
必
着
）

◉
応
募
資
格
　【
青
年
海
外
協
力
隊
】＝
満
20
歳

か
ら
39
歳（
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
満

40
歳
か
ら
69
歳
）ま
で
の
日
本
国
籍
を
持
つ
人

◉
募
集
分
野
　
農
林
水
産
、
保
健
・
医
療
、
公

共
・
公
益
事
業
、
人
的
資
源
な
ど

◉
派
遣
国
　
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
、

中
東
地
域
の
お
よ
そ
70
か
国

◉
派
遣
期
間
　
１
年
間
ま
た
は
２
年
間

◉
そ
の
他
　
応
募
時
に
は
事
前
に
語
学
ス
コ
ア

の
提
出
が
必
要
で
す
。
募
集
に
関
す
る
詳
細
は

J
I
C
A
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

◉
体
験
談
・
説
明
会
　
４
月
19
日
㈬
午
後
７
時

く
ら
しの

Event&Recruit
Information
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子どもと高齢者の交通事故防止
４月６日㈭～15日㈯は「春の全国交
通安全運動」期間。次のことを守って。
・わき見や油断は事故のもと
・全席シートベルトとチャイルドシー

トの正しい着用を
・飲酒運転をさせない環境づくり
・高速道路の安全な利用
みんなで安全なまちを目指しましょう。
問市民課地域防犯・交通安全係（☎内線2139）

２月中の交通事故件数
人　身 物　損 （　）内は

対前年比26（－６） 82（－５）

不審火にご注意ください
市内の人気のない場所で、枯れ木など
が燃やされる不審火の事例が発生して
います。特に春先の強風下では、大火
事になる可能性があり、大変危険な行
為です。家の周りに燃えやすいものを
置かないことや、子供たちによる火遊
びなども、地域で見守り、注意をお願
いします。

▶本市と横須賀市が、細島港と久里浜
港を結ぶ航路の定期航路化に向けた取
り組みを、連携して進めていくことと
なった。実現すれば、輸送手段の選択
肢が増え、物流の活性化による両港の
発展がますます期待される。（若杉）

from Editor`s room 編集後記

Q. 平成29年度に納める国民

年金保険料はいくら？

Ａ．「国民年金第１号被保険者」

および「任意加入被保険者」

の４月からの平成29年度国民年金保

険料は、月額16490円となります。

保険料の納付には、まとめて前払いす

ると割引きが適用される前納制度や、

納付書で納めるよりも有利な口座振替

制度があります。また、受け取る年金

額が増える「付加保険料」の納付もおす

すめです。毎月の保険料に加えて月額

400円の付加保険料を納めると、老

齢基礎年金とあわせて「付加年金」が受

け取れます。付加年金額（年額）は、「付

加保険料納付月数×200円」が年金給

付額に上乗せされ支払われます。ただ

し、国民年金基金に加入している人は

付加保険料を納めることはできませ

ん。詳しくは問い合わせてください。

問 延 岡 年 金 事 務 所（☎0982・21・

5424）、市民課国民年金係（☎内線

2132）

くらしのはてな？に
やさしく答えます

問市消防本部 ☎52・2840

２月中の出動件数
救　急 火　災 救　助
260 ５ ２

問は問い合わせ先、 は申請、または申し込み先の略です。

30
分
か
ら
、宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ
４
階
に
て
開
催
。

問

J
I
C
A
九
州
市
民
参
加
協
力
課

☎
０
９
３・６
７
１・６
３
１
１

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

本
市
へ
の
寄
港
は
２
年
ぶ
り

日
本
最
大
の
帆
船「
日
本
丸
」

　
日
本
丸
は
、
日
本
最
大
の
航
海
練
習
船
で
、

帆
を
広
げ
た
美
し
い
姿
は「
太
平
洋
の
白
鳥
」と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

◉
日
時
　【
入
港
】＝
４
月
13
日
㈭
、
午
前
10
時

【
出
港
】＝
４
月
17
日
㈪
、
午
後
２
時（
日
程
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◉
場
所
　
細
島
工
業
港
１
号
岸
壁

問
商
工
港
湾
課
港
湾
・
企
業
立
地
係

（
☎
内
線
２
６
３
３
）

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室

参
加
者
を
募
集

　
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
は
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

を
用
い
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
年
代
を
問
わ
ず
参
加
し
や
す
い
よ
う

工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

◉
日
時
　
５
月
12
日
㈮
～
６
月
２
日
㈮
　
毎
週

金
曜
日
　
午
後
7
時
30
分
か
ら
9
時
ま
で

◉
場
所
　
市
体
育
セ
ン
タ
ー

◉
定
員
　
小
学
４
年
生
以
上
の
男
女
30
人

（
但
し
学
生
は
、保
護
者
の
送
迎・同
意
が
必
要
）

◉
参
加
料
　
無
料

　
タ
オ
ル
・
シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
物
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

◉
申
込
方
法
　
４
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話
、
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
を
。

　
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
☎
内
線
６
２
３
３
）

F
A
X

56
・
0
0
1
8

spo@
hyugacity.jp

市
役
所
建
設
応
援
団「
夢
た
ま
り
」

活
動
経
過
中
間
報
告
会

　
現
在
建
設
中
の
市
新
庁
舎（
平
成
30
年
５
月

供
用
開
始
予
定
）は
、
市
民
に
親
し
ま
れ
、
多

く
の
市
民
が
集
う
場
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
新
庁
舎
の
集
い
の
場
の
活
用
策
を
検

討
す
る
こ
と
や
、
工
事
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
企

画
な
ど
を
す
る
た
め
、
31
人
の
市
役
所
建
設
応

援
団（
夢
た
ま
り
）が
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
活
動
経
過
の
中
間
報
告
会
を
開
き
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◉
日
時
　
４
月
25
日
㈫
、
午
後
６
時
30
分

◉
場
所
　
市
役
所
第
1
～
3
委
員
会
室

　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

問
新
庁
舎
建
設
課（
☎
内
線
２
２
１
６
）

４
月
16
日
㈰

第
19
回
牧
水
の
里
の
つ
つ
じ
祭
り

　
お
よ
そ
３
万
本
の
つ
つ
じ
が
色
鮮
や
か
に
咲

き
誇
る
東
郷
町
坪
谷
の
牧
水
公
園
。

　
お
だ
や
か
な
春
の
ひ
と
と
き
、
牧
水
の
里
の

つ
つ
じ
祭
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◉
日
時
　
４
月
16
日
㈰
、
午
前
10
時
か
ら
。

◉
内
容
　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
ふ
わ
ふ
わ
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
、
野
点
、
テ
ン
ト
村
、
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
講
習
会
な
ど
。

【
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会
】

◉
定
員
　
50
人

◉
参
加
費
　
１
０
０
０
円

　
事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問

牧
水
の
里
の
つ
つ
じ
祭
り
実
行
委
員
会
事

務
局（
東
郷
地
域
振
興
課
内
）

☎
69
・
３
９
０
０

「
楽
し
い
英
会
話
教
室
」参
加
者
募
集

３
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
実
施

◉
日
時
・
場
所
な
ど

【
初
級（
昼
）】＝
５
月
か
ら
９
月
ま
で
の
隔
週
木

曜
。
10
回
程
度
。
午
後
２
時
か
ら
３
時
ま
で
、

中
央
公
民
館
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
室
で
。

【
初
級（
夜
）】＝
５
月
か
ら
９
月
ま
で
の
隔
週
水

曜
。
10
回
程
度
。
午
後
７
時
か
ら
８
時
ま
で
、

中
央
公
民
館
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
室
で
。

【
上
級
】＝
５
月
か
ら
９
月
ま
で
の
隔
週
火
曜
。

10
回
程
度
。
午
後
７
時
か
ら
８
時
ま
で
、
さ
ん

ぴ
あ
会
議
室
で
。

◉
受
講
料
　
無
料

◉
講
師
　
国
際
交
流
員
キ
ャ
メ
ロ
ン

　
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課（
☎
内
線
６
２
５
４
）

▶「今は地域との関わりが希薄だ」と言
う声をよく聞く。しかし超高齢社会に
突入する現代では、いよいよこれは軽視
できない。高齢者を支援して皆が住み
よい地域に。目指すは、ゴミ出しを手伝
い、知恵と経験をいただく関係。（林田）

広
域
情
報
掲
示
板

椎
葉
銀
座
さ
る
く（
椎
葉
村
）

  

5
月
4
日
と
5
日
の
二
日
間
、
上
椎
葉
商
店

街
の
つ
る
と
み
通
り
を
メ
イ
ン
に
し
て
、
３
回

目
と
な
る「
椎
葉
銀
座
さ
る
く
」が
開
催
さ
れ
ま

す
。
ダ
ム
建
設
に
沸
く
昭
和
30
年
代
に
椎
葉
銀

座
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
名
前
の
由
来
で

す
。
昨
年
は
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
披
露

や
チ
ン
ド
ン
屋
が
練
り
歩
き
、
多
く
の
人
が
訪

れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
世
界
農
業
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
椎
葉
の
農
作
物
の
販
売
や
地
元
飲
食
店

自
慢
の
品
の
食
べ
歩
き
な
ど
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。
新
緑
ま
ぶ
し
い
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
に
、
賑
や
か
な「
椎
葉
銀
座
さ
る
く
」に

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◉
日
時
　
５
月
４
日
㈭
・
５
日
㈮
、
午
前
11
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で

◉
場
所
　
上
椎
葉
商
店
街
つ
る
と
み
通
り

問
椎
葉
村
観
光
協
会

☎
０
９
８
２
・
67
・
３
１
３
９

昨年の「椎葉銀座さるく」の様子

納税は納期内に！

４月の納税

固 定 資 産 税 １期

納付期限　５月１日㈪
口座振替　４月25日㈫

税　目 ４月 ５月 ６月
市県民税 １期
固定資産税 １期
国民健康保険税 １期
介護保険料1号 １期
軽自動車税 全期

出
張
年
金
相
談（
完
全
予
約
制
）

◉
４
月
27
日
㈭
、
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
、
市
中
央
公

民
館
で
。
延
岡
年
金
事
務
所
☎

０
９
８
２
・
21
・
５
４
２
４
へ

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
年
金

手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談

◉
４
月
19
日
㈬
、午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
、
社
会
福
祉

協
議
会
東
郷
支
所
で
。

◉
毎
月
第
２
、
第
３
金
曜
日
、

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま

で
、
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
内

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
推

進
ル
ー
ム「
さ
ん
ぴ
あ
」で
も
受

付
中
。
☎
55
・
１
６
６
０

法
律
相
談（
☎
要
予
約
）

◉
４
月
19
日
㈬
、
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
、

市
中
央
公
民
館
で
。
市
民
課
市

民
相
談
係（
☎
内
線
２
１
４
０
）

へ
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

司
法
書
士
会
日
向
支
部（
☎

54
・
４
７
１
０
）や
、
宮
崎
県

弁
護
士
会（
☎
０
９
８
５
・
22
・

２
４
６
６
）が
開
く
相
談
会
も
あ

り
ま
す
。

障
が
い
者
・
難
病
者
相
談

◉
毎
週
土
曜
日
、
午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
日
向
市
駅

西
口
そ
ば
市
障
が
い
者
セ
ン
タ

ー「
あ
い
と
ぴ
あ
」で
。
☎
52
・

５
４
３
４

介
護
保
険
の
説
明
会

◉
４
月
13
日
㈭
、午
前
10
時
か

ら
11
時
ま
で
、市
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
で
。

女
性
相
談

　
電
話
ま
た
は
面
接
相
談
。
月
、

火
、木
、金
曜
日
の
午
後
１
時
か

ら
４
時
、男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
推
進
ル
ー
ム「
さ
ん
ぴ
あ
」

で
。☎
55
・
１
６
６
０

ま
ず
は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

く
ら
し
の
相
談
日



【
薬
草
解
説
】

菜
の
花
は
、
ア
ブ
ラ

ナ
の
別
名
で
日
本

で
は
古
く
か
ら
搾
油
用
と

し
て
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。

　
牧
水
の
歌
で
は
、
ア
ブ

ラ
ナ
を
菜
種
と
も
詠
ん
で

い
ま
す
が
、
菜
種
は
ア
ブ
ラ

ナ
の
種
子
の
こ
と
で
、こ
の
種
子
か
ら
菜
種
油
が
と
れ
ま
す
。

　
菜
種
油
は
食
用
だ
け
で
な
く
、
工
業
用
と
し
て
バ
イ
オ
燃
料

に
利
用
さ
れ
た
り
、
医
薬
品
と
し
て
軟
膏
な
ど
に
利
用
さ
れ
た

り
し
ま
す
。
ま
た
、
菜
の
花
は
春
に
な
っ
た
ら
食
べ
た
く
な
る

季
節
の
食
材
の
一
つ
で
あ
り
、調
理
法
は
、天
ぷ
ら
、お
ひ
た
し
、

和
え
物
が
定
番
で
す
。
菜
の
花
に
豊
富
に
含
ま
れ
る
β
カ
ロ
テ

ン
は
、が
ん
や
老
化
の
予
防
に
期
待
さ
れ
る
抗
酸
化
物
質
で
あ

り
、さ
ら
に
体
内
で
ビ
タ
ミ
ン
A
に
変
換
さ
れ
、
毛
髪
、
視
力

お
よ
び
皮
膚
粘
膜
の
健
康
を
維
持
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
菜

の
花
は
傷
み
や
す
い
の
で
、
新
鮮
な
う
ち
に
調
理
し
ま
し
ょ
う
。

【
資
料
提
供
】
日
向
市
・
東
臼
杵
郡
薬
剤
師
会

熊
本
大
学
薬
学
部
附
属
薬
用
資
源
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

印
刷

/藤
屋

印
刷

株
式

会
社

 
日

向
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 
http://www.city.hyuga.m
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〠
 883－8555　

宮
崎
県
日
向
市
本
町
1
0
番
5
号

☎
 0
9
8
2
・5
2
・2
1
1
1
㈹
　

 　
public@

hyugacity.jp
環
境
に
や
さ
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
、

古
紙
を
使
っ
た
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報

平
成
2
9
年
４
月
１
日
発
行

N
o.7
4
3

2017.4
編

集
・

発
行

/日
向

市
役

所
総

合
政

策
部

秘
書

広
報

課

表紙のよこ顔
昨年の８月に台風の影響で
延期になっていた第21回
健康まつりが、３月19日
に市中央公民館で開催。骨
密度などの測定ブースや、
AED 講習、小学生低学年
以下を対象にした歯の無料
フッ素塗布などが人気を集
めていました。また、食生
活改善推進員が作った、ご
まじゃこクッキーと減塩ス
ープも振る舞われ、会場に
は多くの人が訪れました。

海・山・人がつながり
笑顔で暮らせる元気なまち
リラックスタウン日向

ゆ
か
り
の

を
た
ずね
て

い
つ
の
ま
に
か
摘
み
し
菜
た
ね
ぞ
ゆ
び
さ

き
に
黄
な
る
ひ
と
も
と
持
て
る
も
の
思
い

牧
水

【
今
月
の
薬
草
】
菜
の
花

春の風物詩ともいえる菜の花

青の国若山牧水
短歌大会

第７回

問 〒 883・0211
日向市東郷町坪谷 1271 番地
若山牧水記念文学館　青の国若山牧水短歌大会係
☎ 0982・68・9511（月曜日休館）
URL　http://www.bokusui.jp/
E-mail　aonokuni.tanka@gmail.com

◉郵送　応募用紙または官製はがきに作品（自由題・題詠
の別を明記）、住所、氏名、電話番号、（学生の場合は、学
校名、学年）を記入して郵送。学校でまとめて応募する場
合には、若山牧水ホームページからダウンロードできる専
用の応募用紙が便利です。
◉電子メール　応募先のメールアドレスに郵送の場合と同
じ内容を入力して送信。若山牧水ホームページから、応募
用紙の様式など（個人用・学校用）が入手できます。
◉直接持ち込み　若山牧水記念文学館または文化生涯学習
課で受付。※ファクシミリによる応募は不可。

自作で未発表の短歌に限ります。応募後の作品の訂正は不可。同
一作品、酷似作品が発表されていた場合、入賞を辞退していただ
くことがあります。作品に関する一切の権利は日向市に帰属しま
す。氏名などは報道発表するほか、入賞作品集などに掲載します。

各部門共通事項

全国から応募可能。自由題および題詠にそれぞれ
一人一首ずつ応募できます。
題詠には必ず、『空』の文字を入れてください。

宮崎県内の児童生徒が応募可能。
一人一首で、題は自由。

一般の部

小・中・高校
の部

応募方法
など

８月10日㈭まで
作品募集

人のうごき 平成29年３月1日現在
人　口 61,457 人 （ －18 ）
男 29,150 人 （ －９ ）
女 32,307 人 （ －９ ）

世帯数 25,032 世帯 （ 30 ）

※数値は平成27年国勢調査をも
とに算出した推計人口（現住人口）。
外国人を含む。（ ）内は対前月比。

２月中異動
単位：人

転入 転出 出生 死亡
129 133 40 54
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